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１ 遺跡の概要

国道８号柏崎バイパスの丘江遺跡発掘調査位置図

調査区全景（上空西から）

３　遺　物

　住居など建物を伴う集落では、当時の人々が使用していた土器・石器などの日常用品が数多く見つかりま

すが、水田では米作りが基本となるため、あまり土器・石器などは出土しません。今年度の調査においても、

水田が営まれた上・中層の遺物量はごくわずかでした。遺物のうち主体となるのは土器・陶磁器です。上層

の調査では、唐津焼の大皿、中層の調査では、珠洲焼甕・壺・片口鉢、瀬戸美濃焼の椀・鉢が見つかっています。

下層の調査では、弥生時代後期の土器が調査区東側の集落エリアや流路 SR12089 から見つかっています。器

種は甕・壺・高杯・器台が確認できます。

　このほか、上層の調査では飾金具や煙管の吸口、SR12089 の上面にあたる水田耕作土からはホゾ穴のある

木製品が出土しました。

丘江遺跡は国道８号柏崎バイパス建設事業に伴い、発

掘調査を実施しています。遺跡は、柏崎平野の中央か

ら西寄り、鯖石川の左岸の沖積地に位置し、現標高は

６～７ｍです。丘江遺跡の発掘調査は平成 26(2014)

年から実施しており、これまで延べ約 80，000 ㎡を

調査しています。調査の結果、鎌倉から室町時代、安

土・桃山時代の建物・井戸などが多く見つかった南側

は集落域で、遺跡北側は水田が広がっていることがわ

かりました。また遺跡北側では下位面から弥生時代後

期の遺構が見つかっています。

　令和６(2024) 年度は下図の赤色範囲、平面積約 900 ㎡を調査しています。遺構面は上位から鎌倉か

ら安土・桃山時代の水田跡が２面、下位に弥生時代後期の遺構が見つかっています。

　下層の調査では、調査区東側に平地建物をはじめとして竪穴建物・土坑・柱穴が見つかりました。出土し

た遺物から、調査区東側は弥生時代後期の集落エリア

と考えられます。沢山の弥生土器のほか、緑色凝灰岩

の打ち割りされた破片が発見されたため、玉作りを

行っていた可能性があります。

　調査区西側では、これまでの調査で見つかっていた

流路 SR12089 の続きを調査しました。流路の底面付

近からは、集落エリアと同様に、弥生時代後期の土器

が出土しています。
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４　まとめ
　弥生時代後期の調査では、平成 29（2017）年の調査で見つかっていた竪穴建物に隣接して、新たに３～

４棟の建物が見つかり川に沿って集落が形成していることがわかりました。柏崎では同時期に砂丘上に大規

模な集落である西岩野遺跡があります。丘江遺跡は低地にある小規模な集落ですが、水田の営みや玉作りな

ど当時の生産活動、西岩野遺跡との関係性などを考える上では貴重な発見です。

　鎌倉～安土・桃山時代の調査では、遺跡は鵜川荘安田条にあり、集落の形成には当地を領有していた毛利

安田氏の関わりが考えられています。平成 28（2016）年度から当時の集落の北側に広がる水田域の発掘調

査を行っております。今回の調査で空白になっていた部分の水田区画がさらに明確になりました。
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２　調査の概要

 　丘江遺跡では、Ⅰ～Ⅳ層の地層が堆積しており、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ層それぞれに上層（安土・桃山時代～近世初頭）・

中層（鎌倉～室町時代）・下層（弥生時代後期）の時代に人々が暮らしていた様子が分かってきています。

　上・中層の時代には水田が営まれており、今年度の調査でも畦畔（あぜ）が見つかりました。畦畔は幅

0.3 ～ 1.2ｍあり、上層では北西 - 南東方向に長く伸びる水田区画、中層では北東 - 南西方向に長く伸びる水

田区画が見つかりました。下層の時代（弥生時代後期以降）には、調査区の西側では流路 SR12089 が丘江

遺跡を南北に縦断するように流れており、上・中層の時代にはこの流路が埋まる過程にありました。土層観

察の結果、この流路 SR12089 の範囲が一段と低く、湿地化していたことが分かっています。上・中層の時

代には、この低地も水田として活用されていたと考えられます。 基本層序 上層　全景（南から）

中層　全景（南から）
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